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オペレーティングシステムレポート課題（松田担当分） 

 

１．オペレーティングシステムの機能や構成についての次の問に答えよ。 

(1) オペレーティングシステムによるハードウェア装置の隠ぺいの例をあげ、なぜそれが必要と

なるかを説明せよ。 

(2) 仮想マシンによるオペレーティングシステム機能の隠ぺいの例をあげ、隠ぺいの利点につい

て説明せよ。 

２．プロセスのスケジューリング方式についての次の問に答えよ。 

(1) プロセスのスケジューリング方式のうち、横取りが起り得るものと起こらないものをそれぞ

れあげよ。また、飢餓状態が発生する可能性があるスケジューリング方式をあげ、どのよう

な状況の時に発生するかを説明せよ。 

(2) 次の４個のプロセスについて、FCFS, SJF, SRT, ラウンドロビンのスケジューリングを実

行したときの平均ターンアラウンドタイムをそれぞれ求めよ。ただし、ラウンドロビンでは、

タイムスライスを 10 とし、プロセスが終了したときはその時のタイムスライスの終わりま

で待たずに、すぐにディスパッチが行われるものとする。 

       到着時刻  処理時間 

P1     0           24 

P2     5            2 

P3    12           16 

P4    25            8 

３．デッドロックについて次の問に答えよ。 

(1) デッドロックが発生するために必要な条件をあげよ。また、それらの条件を考慮して、デッ

ドロックを回避する方法について説明せよ。 

(2) 銀行家のアルゴリズムでの次の状態において、プロセス P1 が資源割付け要求(0 0 1)を出し

たとき、この要求を許可した後の状態は安全かどうか判定せよ。また、プロセス P2 が資源

割付け要求(2 3 2)を出したときも同様に判定せよ。 

Allocation  Max   Need     Available 

   資源型 j     1 2 3   1 2 3   1 2 3       1 2 3 

プロセス                                  2 3 3 

    P1        2 0 1    3 2 2   1 2 1 

P2        0 1 0    2 5 3   2 4 3 

P3        3 1 3    6 1 3   3 0 0 
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